
　　

健康福祉部長

１．部の使命（役割）

２．平成２７年度における課題（前年度の振り返りから）

３．平成２７年度の『スローガン』

４．年度目標となる方針（目標）
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５．重点取組項目

（１）

 健康生活の推進

 ○ 生活習慣病予防に向けた全庁的な取り組みの展開（高血圧予防対策の強化）

 ○ 各種健（検）診受診率の向上に向けた全庁的な取り組みの展開

 ○ きめ細かな保健活動と栄養支援活動の推進（アウトリーチ～家庭･地域）

 ○ 地域の自主活動を支える小規模健康の駅活動の拡充（アウトリーチ～地域）

（２）

 子育て支援体制の充実

 ○ 子育てを応援し、支え合う関係機関･関係専門職の実効ある連携体制の構築

 ○ 子どもの安全・安心を守る連携･連絡体制の強化

 ○ 学童保育事業の適正運営と保育体制の強化、及び資質向上

 ○ 子ども･子育て支援事業の適正実施と新制度開始初年度の検証

（３）

 地域包括ケア体制の構築

 ○ 地域資源が有機的につながる実効ある在宅医療と在宅介護の推進

 ○ 総合事業を担っていく、地域活動やボランティア活動の普及と後方支援の確立

 ○ 地域包括ケアの要となる「地域ケア会議」の機能強化

 ○ 認知症対策の強化～関係機関･団体の役割分担と連携体制の再構築

～　年度方針のキーワード：「予防」「連携」「地域」「自立」　～～　年度方針のキーワード：「予防」「連携」「地域」「自立」　～～　年度方針のキーワード：「予防」「連携」「地域」「自立」　～～　年度方針のキーワード：「予防」「連携」「地域」「自立」　～

◇ 各種支援･サービスの価値を実感できる事業展開 ◇◇ 各種支援･サービスの価値を実感できる事業展開 ◇◇ 各種支援･サービスの価値を実感できる事業展開 ◇◇ 各種支援･サービスの価値を実感できる事業展開 ◇
　　　　

◇ 自助･互助･共助･公助の役割を踏まえた事業展開 ◇◇ 自助･互助･共助･公助の役割を踏まえた事業展開 ◇◇ 自助･互助･共助･公助の役割を踏まえた事業展開 ◇◇ 自助･互助･共助･公助の役割を踏まえた事業展開 ◇

平成２７年度　健康福祉部 方針書平成２７年度　健康福祉部 方針書平成２７年度　健康福祉部 方針書平成２７年度　健康福祉部 方針書

佐　野　　司

市民の健康と自立を支える施策の推進と相談支援

　・　各種健（検）診受診率が伸び悩み
　・　結婚～妊娠～出産～育児まで切れ目の無いサポート体制の尚一層の充実
　・　自立を支える施策と相談支援体制の強化
　・　高齢者が地域で安心して生活できる仕組みづくりと意識づくり
　・　市直営福祉施設が備える専門機能が地域福祉に活きる取組みの展開（全体の奉仕者として）

職務に「使命感」を抱き、実務に「倫理観」を表し
そして、「達成感」を得られる仕事をしよう！！



６．方針に対する年度上期（4月～9月）の取組みの状況 【現状】

７．年度下期（10月～3月）に向けた課題と取組みの方針【ギャップと対策】

８．総括　取組みの結果と成果、次年度に向けた課題【結果と成果】
健康生活の推進健康生活の推進健康生活の推進健康生活の推進
　・健康課題の共有⇒地域それぞれの取組み⇒重点施策の全庁的取り組みへ進展できた。（高血圧予防）
　・健（検）診受診の普及啓発と市全体の受診状況を把握する新たな取組み。
　　　　　⇒全国健康保険協会（愛称：協会けんぽ）と覚書を取り交わす予定。（4月）
　※保健職・栄養職の拠点化について、子育て世代包括支援センター（ネウボラ）と合わせて協議。
子育て支援体制の充実子育て支援体制の充実子育て支援体制の充実子育て支援体制の充実
　・子ども・子育て新制度に基づき、およそ計画通りに事業を推進できた。
　・子育てネットワークの拡大（大森組織化・大雄と増田準備開始）
　※放課後児童クラブの５・６年生までの利用拡大と支援員確保の方策協議。
地域包括ケア体制の構築地域包括ケア体制の構築地域包括ケア体制の構築地域包括ケア体制の構築
　・認知症対策推進会議の実績（認知症初期集中チーム体制を組織化・認知症ケアパスの完成）
　・成年後見推進事業の成果⇒市民後見人が地域で役割を果たしている。
　・市全体の生活支援体制を協議する第１層協議体が組織された。
　※さらに細かな地域の生活支援を協議する第２層協議体の組織化　　　　　　　　　　　　　（※-課題）

（１） 健康の駅事業や母子手帳交付、マタニティクラス、赤ちゃん訪問等事業で若年世代の血圧測定
を実施し測定結果に応じて面談により保健指導を実施 ◇ 食習慣調査を各ライフステージで実施 ◆

中規模健康の駅（20箇所・前年度比＋1）、小規模健康の駅（59箇所・前年度比＋3）

（２） 子ども･子育て新制度に基づく各種支援サービスが適性に進捗している（保育所･放課後児童ク
ラブ：待機者無し） ◆ 子育て支援ネットワーク：新たに2箇所立上げ準備開始

（３） 介護予防サークル（1団体）が立ち上がった ◆ 認知症対策推進会議（6月設置）を中心に横手市
の認知症施策の検証と新たな体制作りを進めている ◆ 市民後見人（4人･前年度比＋3）

（１） 健（検）診受診率の向上対策として、コール･リコール、情報誌等各種メディアの活用、及び、追
加健（検）診を実施する。

（２） 子ども･子育て新制度に基づく各種支援サービスの上半期実施状況を検証し、子ども･子育て支
援事業計画の数値目標等の調整を行う。

（３） 認知症対策～予防・早期発見と早期治療（医療と介護体制）･身近な相談と地域支援体制･権利
擁護･若年認知症対策の基盤の整備し平成29年度から事業の本格始動する。


